様式第J2-2号(UB)

試　験　成　績　書
（１）品　　名：屋内配線用 ユニット（UB）
　　（２）申請者名：

　　（３）型式区分：

　　　　　①ﾓｰﾙﾄﾞ樹脂の種類：

　　　　　②容器用樹脂の種類：

　　　　　③ﾓｰﾙﾄﾞ部の形状と大きさ及びｹｰﾌﾞﾙ本数の範囲；
　　（４）試験年月日：年月日～年月日　
	No.
	試験項目
	試験の記録
	良否

	
	
	規格値
	実測値
	

	1
	外観
	表示が適当であること。
	
	

	
	
	有害なきずがないこと。
	
	

	
	
	（備考）実際の表示例を記載のこと


	

	2
	構造
	ケーブル最多本数：申請値　　　本
	本
	

	
	
	モールド部の形状・寸法　

申請形状：
	
	

	
	
	モールド部外形寸法（ｍｍ）　
	

	
	
	
	縦(or 径)
	申請値：

±10％の公差内のこと
	
	
	

	
	
	
	横(or －)
	申請値：

±10％の公差内のこと
	
	
	

	
	
	
	高さ
	申請値：

±10％の公差内のこと
	
	
	

	
	
	スリーブ相互間の平均寸法が

1.44ｍｍ以上　　３箇所測定　
	（平均値）
	
	

	
	
	スリーブと大地間の平均寸法が

2.07ｍｍ以上　　３箇所測定　
	
	
	

	
	
	
	（平均値）
	

	3
	回路
	申請書記載の回路と同一であること
	
	

	
	
	断線がなく電気回路として正常であること
	
	

	4
	耐電圧
	黒－白・緑
	3000V・１分に耐え

異常がないこと。
	
	

	
	
	黒・白－緑
	
	
	

	
	
	３線－かえり
	
	
	

	5
	絶縁抵抗
	黒－白・緑
	200MΩ以上のこと。

	
	

	
	
	黒・白－緑
	
	
	

	
	
	３線－かえり
	
	
	

	6
	ヒートサイクル
	25サイクル目の温度上昇値が50℃

以下であること。
	
	

	
	
	125サイクル目の温度上昇値が25サイクル目の温度上昇値に8℃を加えた値以下であること。
	
	

	7
	モールド部強度　　　

耐衝撃
	破損、ひび、われ等がないこと。
	
	

	
	
	絶縁抵抗が200MΩ以上
	
	

	8
	モールド部強度

耐荷重
	破損、ひび、われ等がないこと。
	
	

	
	
	温度上昇が30℃以下であること。
	
	

	9
	難燃
	15秒以内で自然に消えること。
	
	

	10
	モールド用ビニル体積抵抗率
	1×1012Ω・ｃｍ以上であること。

	
	

	11
	モールド用ビニル常温引張強さ

及び伸び
	引張強さ
	10MPa以上
	
	

	
	
	伸び
	120％以上
	
	

	12
	モールド用ビニル加熱
	引張強さ
	加熱前の値の85％以上
	
	
	

	
	
	伸び
	加熱前の値の80％以上
	
	
	

	13
	モールド用ビニル耐油
	引張強さ
	浸油前の値の80％以上
	
	
	

	
	
	伸び
	浸油前の値の60％以上
	
	
	

	14
	モールド用ビニル　　　

耐寒
	試験片が破壊しないこと。
	
	
	

	15
	モールド用ビニル　　　

加熱変形
	厚さの減少率が50％以下であること。
	
	
	

	16
	モールド用熱硬化性合成樹脂

体積抵抗率
	1×1012Ω・ｃｍ以上であること。
	
	
	

	17
	モールド用熱硬化性合成樹脂

加熱変形
	厚さの減少率が15％以下であること。
	
	
	

	18
	容器用合成樹脂　　　　　

体積抵抗率
	1×1012Ω・ｃｍ以上であること。
	
	
	

	19
	容器用合成樹脂　　　　　

加熱変形
	厚さの減少率が15％以下であること。
	
	
	

	20
	絶縁チューブ　　　　

体積抵抗率
	1×1012Ω・ｃｍ以上であること。
	
	
	


